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部
活
動
遠
征
時
の
交
通
死
亡
事
故
を
受
け
、
当
市

の
中
学
校
や
地
域
ク
ラ
ブ
に
ど
ん
な
対
応
を
し
た
か
。

　
　
貸
切
バ
ス
を
利
用
す
る
際
、
運
行
計
画
が
適
切
で

あ
る
か
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
を
徹
底
さ
せ
る
な
ど
の
指
導
や
要
請
を
行
っ
た
。

ま
た
、
移
動
手
段
や
安
全
管
理
体
制
等
の
実
態
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
で
は
遠
征
時
に
保
護

者
の
運
転
が
８
割
以
上
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
　
国
の
安
全
確
保
に
関
す
る
通
知
の
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
長
時
間
の
移
動
を
伴
う
遠
征
の
必
要
性
検
討
や
可

能
な
範
囲
で
の
公
共
交
通
機
関
の
活
用
検
討
の
ほ
か
、

安
全
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
点
検
、
貸
切
バ
ス

に
は
指
導
者
等
が
同
乗
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

地
下
水
の
保
全
を

　
　
地
盤
沈
下
抑
止
に
関
し
、
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
を
県
と
市
で

制
定
し
て
お
り
、
県
と
連
携
し
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
揚
水
設
備
設
置
に
係
る
罰
則
規
定
は
あ
る
か
。

　
　
市
の
条
例
に
罰
則
規
定
は
設
け
て
い
な
い
。

市
道
と
都
市
公
園
の
樹
木
の
安
全
対
策
は

　
　
危
険
樹
木
の
対
応
や
、
被
害
防
止
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
危
険
樹
木
は
令
和
８
年
度
中
に
剪
定
や
伐
採
を
実

施
す
る
。
被
害
の
未
然
防
止
に
向
け
、
適
正
な
維
持
管

理
に
努
め
、
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
急
速
な
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
等
が
進
行
し
、

東
京
圏
へ
の
人
口
の
一
極
集
中
も
是
正
さ
れ
な
い
社
会

状
況
下
に
お
い
て
、「
三
世
代
同
居
」
及
び
「
近
居
」
の

支
援
政
策
は
、「
世
代
間
の
支
え
合
い
」「
少
子
化
対
策
」

「
子
育
て
支
援
や
環
境
の
充
実
」「
介
護
予
防
・
高
齢
者

支
援
」「
親
の
就
労
支
援
」「
空
き
家
対
策
」「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
」「
定
住
の
促
進
」
等
の
様
々
な
効
果
が
期

待
で
き
る
「
多
目
的
政
策
」
と
さ
れ
て
い
る
。
国
も
こ

れ
を
推
進
し
、
支
援
す
る
自
治
体
も
増
加
し
て
い
る
中
、

当
市
に
お
い
て
も
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
当
市
に
お
い
て
は
、
特
定
の
家
族
形
態
や
生
活
様

式
を
絞
っ
て
推
奨
す
る
形
で
の
支
援
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
や
希
望
に
応
じ
、
そ
れ
ら
を
広
く
選
択
で
き
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

の
環
境
づ
く
り
に
必
要
な
支
援
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
る
。
現
在
当
市
に
お
い
て
取

り
組
ん
で
い
る
生
家
等
の
利
活
用
や
移
住
・
定
住
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
な
ど
の
支
援
制
度
は
、
三
世
代
同
居
や
近
居
を

希
望
さ
れ
る
方
々
も
利
用
で
き
る
。

　
　
三
世
代
同
居
・
近
居
を
望
ま
れ
る
方
に
既
存
の
市

の
支
援
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
制
度
の
情
報
に
繋
が
り
や
す
く
す
る
た
め
の

工
夫
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
市
の
補
助
制
度
は
三
世
代
同
居
・
近
居
に
親
和
性

が
高
い
の
で
、
個
人
の
価
値
観
を
尊
重
し
な
が
ら
、
既

存
の
広
告
物
等
の
記
載
に
当
た
り
工
夫
を
し
た
い
。

　
　
令
和
８
年
産
米
の
仮
渡
金
が
前
年
に
比
べ
て
大
幅

に
減
額
と
な
っ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
肥
料
、
燃
料
、
資

器
材
な
ど
の
値
上
が
り
に
よ
り
農
家
経
営
の
維
持
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

　
　
現
時
点
に
お
い
て
農
業
者
の
最
終
的
な
収
入
や
経

営
に
与
え
る
影
響
を
詳
細
に
見
通
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
現
在
、
市
で
は
運
転
資
金
な
ど
に
活
用
で
き
る

農
林
水
産
業
振
興
資
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
融
資

制
度
を
用
意
し
て
お
り
、
機
会
を
捉
え
て
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
加
え
て
中
・
長
期
的
な
対
策
と
し
て
、

農
地
の
集
積
、
集
約
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
水

稲
と
園
芸
作
物
の
複
合
経
営
、
担
い
手
の
育
成
や
確
保

な
ど
農
業
基
盤
の
整
備
や
生
産
体
制
の
環
境
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
や
販
路
の

拡
大
に
対
す
る
支
援
と
い
っ
た
消
費
実
態
を
踏
ま
え
た

取
組
を
進
め
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
引
き
続
き
、
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
を
注
視
し

て
い
く
と
と
も
に
、
国
や
県
の

支
援
に
関
す
る
動
向
な
ど
も
見

据
え
な
が
ら
、
当
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
に
従
事
す
る
皆

さ
ん
が
安
定
し
た
農
業
経
営
を

継
続
で
き
る
よ
う
意
を
用
い
て

い
き
た
い
。

橋
本　
洋
一
（
無
所
属
）

仮
渡
金
減
額
と
物
価
高
の

中
で
米
農
家
へ
の
支
援
は

髙
橋　
浩
輔
（
み
ら
い
）

「
三
世
代
同
居
」「
近
居
」

政
策
の
推
進
を

こ
ん
ど
う　
彰
治（
市
民
ク
ラ
ブ
）

部
活
動
や
地
域
ク
ラ
ブ

遠
征
時
の
送
迎
対
応
は
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